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Ⅰ．はじめに                                      

学校法人比治山学園は，これまで建学の精神に基づき，社会の発展に貢献できる人材育成に取組んで参りました。目まぐるしく変化する時代の中で，本

学園が「選ばれ続ける私学」となり，社会の要請や期待に応えて持続的に発展していくため，学校法人比治山学園中期計画＜平成 28（2016）年度～令和 3

（2021）年度＞に引き続き，第二期の中期計画＜令和 4（2022）年度～令和 9（2027）年度＞を策定いたしました。当該計画では，建学の精神と，それに

基づく学園の使命を実現するために，６つの重点戦略ビジョンを設定の上，12 の重点施策を掲げ，学園が一体となって必要な施策・事業を着実に展開す

るとともに，教育実践目標『五訓「正直，勤勉，清潔，和合，感謝」』に則り，学生・生徒・園児一人ひとりを大切にした丁寧な教育・保育を行うことと

しております。ついては，第二期中期計画の実現を目指し，ここに重点事業を中心とした「令和 4（2022）年度事業計画」を取りまとめて実行いたします。 

 

〇比治山学園 建学の精神 

「悠久不滅の生命の理想に向かって精進する」 

  

〇比治山学園 使命（ミッション） 

「悠久不滅の生命の理想に向かって精進する豊かな愛情と科学的知性をそなえた心身共に健康な人間を育成」 

 

〇比治山学園 五訓 教育の実践目標 

「正直・勤勉・清潔・和合・感謝」 

  

〇比治山学園 重点戦略ビジョン 6とそれに基づく重点施策 12 

1「教育・研究」①主体的・対話的で深い学びの推進，②卓越した教育を支える独創的研究の推進 

2「地域貢献」③地域貢献・連携の充実，④社会人の学び直し機会の提供 

3「入学者確保」⑤学校・園の訴求力の向上，⑥募集活動の質的向上  

4「国際化」⑦国際人材の育成，⑧留学に参加しやすい環境整備 

5「情報化」⑨ICT 活用による主体的・対話的で深い学びの推進，⑩教育・研究活動等を支える ICT 環境の提供 

6「経営基盤」⑪財務基盤の強化，⑫持続発展基盤体制の確立 

 

・各設置学校の使命（ミッション），ビジョン 

Ⅰ 比治山大学 

１使命（ミッション） 

私たちは，建学の精神のもと，学生の教育に重点を置く大学として，豊かな人間性を培い，生きる力としての汎用的能力（自立・想像・共生・

創造）を育み，深く専門の知識及び技能を身につけさせることにより，社会や時代の求める専門職業人を育成し，生命の尊厳と永続性という視点

から，グローバル時代を見据え，地域と共生しながら，持続可能な社会の発展に貢献することを使命とします。 

   ２ビジョン 

     学生が主体的・能動的に学び，学内外から卓越した教育機関として評価される高等教育拠点となる。 

    広くて深い教養に裏打ちされた豊かな人間性を培い，汎用的能力（自立・想像・共生・創造）を育み，グローバル化し急激に変化する 21 世紀に

求められる多様文化適応力を身に付けさせ，地域社会や世界の発展に貢献できる幅広い職業人及び専門知識を生かした専門職業人として，中核的

人材を育成する。 

Ⅱ 比治山大学短期大学部 

 １使命（ミッション） 

私たちは，建学の精神のもと，学生の教育に重点を置く大学として，豊かな人間性を培い，生きる力としての汎用的能力（自立・想像・共

生・創造）を育み，広く専門の知識及び技能を身につけさせることにより，地域のニーズに応える職業人を育成し，生命の尊厳と永続性という

視点から，グローバル時代を見据え，地域と共生しながら，持続可能な社会の発展に貢献することを使命とします。 

    ２ビジョン 

      学生が主体的・能動的に学び，学内外から卓越した教育機関として評価される短期高等教育拠点となる。 

広い教養に裏打ちされた豊かな人間性を培い，汎用的能力（自立・想像・共生・創造）を育み，地域社会に求められる職業的専門性を身に付け

させ，実践力を高めていくことのできる職業人材を育成する。 

Ⅲ 比治山女子高等学校・中学校 

１使命（ミッション） 

 生涯にわたって社会の変化に対応できる幅広い視野を持ち，グローバル社会に貢献できるための生き方・在り方について自ら考え，判断し，

精進することができる女性の育成 

(1) 心安らかに他者とコミュニケーションをとることができる生徒        【正直】 

 (2) 生涯にわたって学ぶ姿勢を持ち続けることのできる生徒           【勤勉】 

 (3) 文化的な態度で，生命の保持・発展に寄与できる生徒            【清潔】 

   (4) 幅広い視野を持ち，多様性を認め，他者理解のできる生徒          【和合】 

    (5) 伝統を継承しつつ，国内外問わず，持続可能な社会の発展に貢献できる生徒【感謝】 

2 ビジョン 

(1) 感性や社会性を身につける学びを通して，ひとりの人間としての確かな土台をつくりあげるとともに，生徒の学力を着実に伸ばし，高い進 

路目標を達成している。 

(2) 学習活動，部活動，学校行事等を通じて，自らの力で人生を切り拓き，豊かな感性と感謝の心を兼ね備えた女性を育成している。 

(3) 比治山の女子教育のブランドイメージが高まり，生徒，保護者，教育関係者から信頼され存在感のある学校になっている。 

(4) 中期収支見込みの改善に向け，経営改革の取組みを着実に進めている。 

Ⅳ 比治山大学短期大学部付属幼稚園 

１使命（ミッション） 

    ”命を大切にする心””感動する心””しなやかな心”を柱として，「いきいき・のびのび・どきどき」をモットーに，基本的な生活習慣・態度

を育て，豊かな心情や思考力を養い，意欲や思いやりのある子どもを育てる。 

2 ビジョン 

(1) 短期大学部の付属幼稚園として，先進的な教育・研究を実践すると共に，学生の実習と多様な研究協力の場を提供している。  

(2) 子育て支援事業を充実させ，地域になくてはならない園へと発展している。 

(3) 安心・安全，自然環境豊かな幼児教育の場として相応しい環境づくりに努めている。  

(4) 定員確保に努め，財政の基盤を確立している。 
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Ⅱ．重点事業一覧表                                     

 

 大学・短期大学部 高等学校・中学校 幼稚園 学園 

教育・研究 

1.学生の成長実感・満足度を

高める教育の推進と質保証 

2.学生の自己実現のためのキ

ャリア支援 

3.学修者本位の教育課程・教

授内容の体系化 

4.学生生活の充実と学生ボラ

ンティア活動の活性化と地域

貢献 

5.図書館機能の強化・デジタ

ル化の推進 

6.教学マネジメントの確立に

よる教育の改革・改善 

7.研究活動の推進による教育

の質保証 

1.学活・総合的な探求の時間

の再編成 

2.魅力ある中学体験学習・研

修旅行・修学旅行の検討 

1.教育課程の再編成と継続的

な研究の推進 

2.豊かで安全な自然環境の維

持・整備 

 

地域貢献 

8.学生の地域連携事業への参

画推進 

9.社会人の学び直し事業の推

進 

3.ひじやまセミナーの充実 

4.地域への指導者派遣 

5.「ひじっ子みゅにてぃーく

りーん」の発展 

3.地域の事業への園児の参画

と連携 

1.コミュニティエンゲージメ

ントの推進 

入学者確保 

10.入学者選抜の検証と改革

の推進 

11.入学定員の確保のための

広報活動の強化 

6.小学校などへのクラブ派遣 

7.小学生を対象とした土曜ひ

じやまクラブの創設 

8.比治山サポートルームの設

置 

9.学校説明会・オープンスク

ール等の充実 

4.子育て支援事業の充実 

5.保護者へのスピーディな発

信と広報の強化 

6.教育活動の見える化の推進 

 

国際化 

12.学内のグローバル化によ

る国際教育の実践 

13.学生の留学の推進と支援

強化 

10.平和公園・広島駅等での

ボランティア活動の推進 

7.異文化交流の推進  

情報化 

14.ICT活用による教育の質保

証と基盤整備 

15.新たな財務システムの導

入 

16. BIツールの更新 

11.ICTを利活用した個別最適

化学習の推進 

12.効果的な教育ソフトウェ

アの導入と ICT 機器の整備 

 2.新しい時代に即した学園教

育の検討・実施 

3.情報関連規程の制定 

4.新たな業務システムの検討 

経営基盤 

17.働き方改革の推進 13.生徒減少に対応した今後

の学校の在り方検討 

8.今後の幼稚園の在り方検討 5.財務基盤の強化 

6.学校間連携の強化 

7.大学・短期大学部の将来構

想 

8.からまつ学寮の存廃を含め

た在り方検討 

9.人事政策方針の検討・策定 

10.比治山学園情報化推進計

画の策定・実施 

11.IR による支援体制の強化 

12.学校法人ガバナンスの推

進 

13.危機管理体制の強化 
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Ⅲ．各部門の重点事業                                  

 

１．大学・短期大学部 
 

事業名 事業内容 令和 4（2022）年度 

1 

学生の成長実感・満足度を高める教育の推進と

質保証 

 

 

 

 

「4×3 の比治山力」の修得を入学から卒業ま

で一貫した目標とし，IR 分析を基にした

PDCA サイクルにより，学生の成長実感・満

足度を高め，社会が求める「考えぬく力」が

身につくプログラムを設計し実施する。 

・アンケート，モニターの意見とデータに

よる評価・IR での検証・分析 

・「4×3 の比治山力」における指標見直し 

 

 

 

 

2 

学生の自己実現のためのキャリア支援 学生の成長実感・満足度を高めるようなキャ

リア支援を実施する。WEB 環境の整備や学

科のキャリア教育とキャリアセンター事業

の連携と充実を図る。 

 

 

 

・Web 環境整備・運用開始 

・学科のディプロマポリシーに基づくキャ

リア教育検討 

3 

学修者本位の教育課程・教授内容の体系化 学生の成長実感が深まり，学修の満足度が高

まるよう，学修者を主体とした教育課程を体

系化し主体的な学びを推進する。 

さらに，教授内容の体系化に取組む。 

 

 

・指標の開発 

・共通教育の改編 

・専門教育編成方針の策定 

4 

学生生活の充実と学生ボランティア活動の活

性化と地域貢献 

クラブ活動の活性化や地域貢献につながる

学外ボランティア活動の支援体制等を整備

し，学生生活の満足度を向上させる。 

 

・クラブ制度の見直し 

・クラブ活動への支援 

・地域社会への学生ボランティア派遣と広

報活動 

5 

図書館機能の強化・デジタル化の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉館時，学外からでも図書館のデジタル資料

にアクセスできるなど，いつでもどこでも利

用できる（＝24 時間利用可能）図書館の仕組

みを構築するとともに，電子図書館に関する

調査を行う。 

 

 

・24 時間利用可能な図書館の構築 

(1)Ezproxy（図書館の電子コンテンツ（電

子ジャーナル，電子書籍，データベース等）

へのリモートアクセスを可能にするための

ソフトウェア）の導入 

(2)リンクリゾルバ（図書館利用者にとって

最適な情報資源の入手方法，経路を示して

くれる仕組み）の導入 

(3)電子書籍の計画的購入 

(4)図書館システム「情報館」のデータベー

ス構築用サーバーの更新及び「情報館」専

用 PC の 1 台追加 

・図書館設備と資料の充実 

(1)高等学校教員免許関連図書の充実 

(2) 独りで使用することができる静寂なオ

ンライン環境として貸出可能な個室の設置

（3 室，キャリア支援課との共有設備） 

(3)所蔵資料の見直し 

 

 

6 

教学マネジメントの確立による教育の改革・改

善 

毎年実施する自己点検評価の結果に基づき，

教学マネジメント体制のもとで教育の改革・

改善に継続的に取組む。 

・総合的に点検評価する自己点検評価書の

作成 

・教学マネジメント組織の改編 



4 

 

7 

研究活動の推進による教育の質保証 

 

 

 

 

外部資金に応募，採択される教員を増やして

研究活動を促進し，学生の知的好奇心を引き

出し，成長実感・満足度が高まる教育を実施

する。 

 

・共通教育課程の改編及び専門教育課程の

編成方針の策定により，研究成果を活かし

た科目の導入検討  

8 

学生の地域連携事業への参画推進 学生の地域連携事業への参画を促すととも

に，学生や教員が地域連携事業，公開講座に

参画しやすい環境を整える。 

また，（一社）中国経済連合会が設立した「中

国地域カーボンニュートラル推進協議会」に

参加し，気象変動問題というテーマを掲げて

学生，教職員の地域連携を推進する。 

 

・共通教育課程の改編後実施及び専門教育

課程の改編により，地域連携等に関する課

題解決型学習科目の導入検討 

・中国地域カーボンニュートラル推進協議

会への参加  

9 

社会人の学び直し事業の推進 社会人の学び直し機会の提供に関するニー

ズ，他大学等の調査研究を行い，社会人に対

し，継続的でより深い学びによる学修成果を

得ることができる，満足度の高い学習機会を

提供する。 

・本事業に係る調査・研究 

・他大学調査 

10 

入学者選抜の検証と改革の推進 入学前教育プログラムの見直しと拡充を行

う。そのために入学者選抜の妥当性を継続的

に検証し，入学者選抜方法の見直しと実施に

向けた準備を行う。 

 

・入学前教育プログラム 

・令和 7 年度入学者選抜変更の検討 

・令和 7 年度入学者選抜変更に伴うインタ

ーネット出願システムのバージョンアップ

検討 

 

11 

入学定員の確保のための広報活動の強化 広報活動の拡充や教育・研究コンテンツの制

作による情報発信など，効果的な募集広報活

動を実施して接触者数増をめざすとともに，

接触者の本学への志望度を維持するよう継

続的な情報発信を行う。 

 

・募集広報活動の充実の継続 

・オープンキャンパス・高校教員対象説明

会・高校訪問・各種ガイダンス・募集広報

物の制作 

12 

学内のグローバル化による国際教育の実践 身近な環境を国際化することで，異文化理解

や留学を学生に意識させる。学内に外国人講

師を常駐させるなど大学生活を通じて身近

に国際教育が受けられる環境を整備し，学生

の主体的な学びへとつなげる。 

 

・グローバルエデュケーションセンター設

立のための調査 

13 

学生の留学の推進と支援強化 学生の主体的な学びへとつながる留学を推

進し，奨学金制度による経済的支援を行う。 

 

・奨学金制度の導入準備 

14 

ICT 活用による教育の質保証と基盤整備 学生個々の ICT 活用能力を高めるための基

盤整備を行う。対面，遠隔授業における質

向上，学内プラットフォームの構築などに

取組む。 

 

・GAKUEN の更新 

・Office 365 の導入開始 

・PC 教室の更新（7 号館） 

・アクセスポイントの交換 

・情報教育カリキュラムの再検討 

・授業科目の実施方法への ICT 導入促進 

15 

新たな財務システムの導入 現行の財務システム（キャンパスプラン）の

機能を強化し，業務の効率化と管理上必要な

安全性を確保する。 

 

・令和 4 年度に係る導入作業 

16 

BI ツールの更新 IR の推進に必要な BI（Business 

Intelligence）ツール（学内情報の一元的収

集・分析ソフト）である現行の Qlik View

を Qlik Sense に更新し，運用する。 

 

・QlikSense への更新 

・QlikView での構築資産の引継ぎ 

17 

働き方改革の推進 教職員の意識改革による働き方や休み方の

改善，在宅勤務・テレワークの拡大，教員の

労働時間管理制度の検討などにより多様で

柔軟な働き方を実現し，健康的でより働きや

すい職場環境を整備する。 

・現状の把握と検討 

・所定外労働時間の削減策等の検討・実施 

・年次有給休暇の取得推進策の検討・実施 

・ストレスチェックの結果確認及び改善方

法の検討 
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２．高等学校・中学校 
 

事業名 事業内容 令和 4（2022）年度 

1 

学活・総合的な探求の時間の再編成 学活・総合を土曜日にまとめて実施（例：

1・2限 学活   3・4限 総合）すること

で，校外での学びを容易にし，大学や 

企業，地域と連携した大胆な学活・総合の

指導計画を策定する。生徒が海外の国々

の諸問題を探求的に学び，その上で自 

分たちに何ができるか考え，実践する時

間としても活用する。 

 

 

・学活総合の指導計画の検討 

2 

魅力ある中学体験学習・研修旅行・修学旅行の検討 本校の教育内容とリンクさせた中学体験

学習及び研修・修学旅行の在り方を検討

する。 

 

・体験・旅行の行き先・内容の検討 

体験先.旅行先の決定 

3 

ひじやまセミナーの充実 地域の活性化と社会貢献を図るため，本

校教員，生徒による授業体験活動・クラブ

体験活動である「ひじやまセミナー」 

を充実させる。 

 

 

・セミナー内容の深化 

4 

地域への指導者派遣 宇品陸上クラブを母体とする小学生グル

ープへの派遣指導を行う。また，必要に応

じて，本校の部員も指導補助を行うこと 

で，技術の再認識と指導力の向上に寄与

させる。 

 

・指導者の派遣 

5 

「ひじっ子みゅにてぃーくりーん」の発展 地域社会と学校との関係性を生徒が主体

的に考え行動する姿勢を育むため，従来

の「ひじっ子みゅにてぃーくりーん」を継 

続・発展させた活動を推進する。 

 

 

・コロナ禍における清掃活動の衛

生的実施方法の再検討 

・アフターコロナにおける活動を

想定した実施方法の検討 

6 

小学校などへのクラブ派遣 小学校，特別養護老人ホームなどへ吹奏

楽部，箏曲部，合唱部，ギターマンドリン

部などを派遣し，音楽観賞会を行う。 

また，体育系の部を派遣し，体験教室を開

催する。 

 

・小学校への派遣 2回 

7 

小学生を対象とした土曜ひじやまクラブの創設 地域の小学生を対象にした本校生徒，教

員，クラブコーチ等による英語教室や習

い事教室を設立し，隔週土曜日に実施す 

る。また，実施に当たっては，学活・総合

の取組みや小学生女子と親和性の高いク

ラブ活動とリンクさせるよう配慮する。 

 

・土曜ひじやまクラブの検討 

8 

比治山サポートルームの設置 不登校傾向・保健室登校の生徒を対象に，

授業をライブ配信することで学習支援を

行う比治山サポートルームを設置する。 

 

 

・比治山サポートルームの設置準

備 

9 

学校説明会・オープンスクール等の充実 比治山ブランドを高める広報活動の一環

として，学校説明会，授業体験，クラブ体

験，施設見学，制服試着，食堂体験等， 

様々な体験活動を充実させる。 

 

 

・小学生対象 2回，中学生対象 2回 
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10 

平和公園・広島駅等でのボランティア活動の推進 校外において，native speakerに対し英

語でボランティア活動を推進すること

で，生きて使える英語力の習得を目指す 

(高校 1 年，2 年の英語コースと国際言語

コミュニケーション群を対象とする) 。 

 

 

・事前学習（校内にて） 

11 

ICTを利活用した個別最適化学習の推進 生徒一人ひとりの個性や能力，適性に応

じた指導の充実を図るため，個別最適化

学習アプリを全校生徒に導入する。 

 

・導入アプリの検討・決定 

・アプリの利用方法の研究 

12 

効果的な教育ソフトウェアの導入と ICT機器の整備 ICT ツールであるグループウェアの見直

しを図るとともに，基盤システムである

学籍ソフト，学籍サーバーや，職員室， 

CAI室の PC，教員用・予備 iPadを更新す

る。 

 

・基盤システム：学籍ソフト，学籍

サーバーの更新 

13 

生徒減少に対応した今後の学校の在り方検討 少子化の進行や生徒の多様な個性や特性

に的確に対応した中高一貫教育を実現す

るため，入学者選抜や学校規模，施設設備  

等の在り方について検討する。 

 

・総生徒数  760人 

中学生徒数 200人 

高校生徒数 560人 

・教育活動収支差額（減価償却費含 

む。）▲1億 2千 5百万円 

・教育活動収支差額（減価償却費含 

まない。）▲4千 7百万円 
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３．幼稚園 
 

事業名 事業内容 令和 4（2022）年度 

1 

教育課程の再編成と継続的な研究の推進 幼稚園教育要領に対応した教育課程（カリキュ

ラム）の再編成を行い，教員の意識統一を図る。

また，年度初めに掲げる全学年共通の一年間の

重点目標に向けて，教員が一丸となり教育内

容，方法の改善，充実に努め，研究として成果

をまとめる。 

 

 

・カリキュラムの見直し 

・学校関係者評価委員会・第三者委員会                         

の実施 

2 

豊かで安全な自然環境の維持・整備 「さくらの森」「ビオトープ」「いも畑」等豊か

な環境づくりをしながら，安全性等に配慮した

維持管理，リニューアルを行う。 

 

・教育内容の「見える化」の推進  

・「さくらの森」のリニューアル  

・広島自然保育認証制度への申請                                                                                                                                                                                                                                             

3 

地域の事業への園児の参画と連携 地域行事，牛田公民館祭りへの園児の参加，大

学公開講座の園での開催，卒園児保護者を中心

とした地域人材の活用などを行い，地域とのつ

ながりを密にする。 

 

・牛田公民館祭りへの参加    

・地域ボランティアの活用   

・大学・短期大学部との地域貢献の連携 

事業・連携活動の開催 

4 

子育て支援事業の充実 未就園児親子が気軽に参加でき，子育て相談や

ベビーマッサージ等大学との連携も兼ねて，よ

り魅力的な支援事業になるように工夫する。 

 

・子育て支援事業の充実          

・支援事業の「見える化」の発信 

5 

保護者へのスピーディな発信と広報の強化 ホームページのリニューアル（保護者専用のア

プリの導入等）を含め，ＳＮＳを使っての広報

をより強化する。 

 

・ホームページのリニューアル  

・情報機器を利用しての広報活動の充実 

6 

教育活動の見える化の推進 教育活動の「見える化」のためのドキュメンテ

ーション，写真，動画を取入れ，当園の教育活

動を発信する。 

 

・保育の「見える化」ドキュメンテーシ

ョンの導入                                                                                          

・園務改善のためのシステムの導入          

7 

異文化交流の推進 短期大学部の留学生と共に交流の場を作り，異

文化交流の場を提供する。 

 

・英語活動の充実 

・異文化交流会の開催 

8 

今後の幼稚園の在り方検討 短期大学部の付属施設として，また独立した一

学校として特色のある幼稚園のあり方を検討

する。 

・付属幼稚園の今後の在り方について将

来構想を協議 
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４．学園 

  事業名 事業内容 令和 4（2022）年度 

1 

コミュニティエンゲージメントの推進 学園資源の積極的な活用や交流を通して，企

業，地域社会など多様なステークホルダーに

向けた社会貢献を推進する。 

同窓会との交流・連携を拡大，深化させるこ

とにより，同窓会活動の活性化に助力する。 

 

・本事業に係わる調査・研究 

・他学園調査 

2 

新しい時代に即した学園教育の検討・実施 
運用中のクラウド型グループウエアなどを活

用し，ライブ配信，オンデマンドの両方に対応

した遠隔授業や，保護者・一般に向けた行事の

様子など各種情報を配信するとともに，教職員

エンドユーザの IT スキル向上と，学生・生徒

へ効果的な情報教育を推進する。また，各種教

務システムやLMSなどの教育システムを連携

させ，学生や生徒，園児の連続的なデータを構 

築し，教育や経営上必要な分析結果が短時間で

得られるようにする。 

 

・クラウド環境により，授業や行事をラ

イブ，オンデマンドの両方で配信 

・学生支援・教務システムと，LMS 等

の教育システムの各データを連携した，

連続的なデータの利活用 

・ユーザの IT スキル向上の検討・実施 

 

3 

情報関連規程の制定 
他の教育機関や企業の IT 関連規程の優れた点

を参考にしながら，本学ユーザが安全かつ効率

的にネットワークを利用できるような関連規

程を策定する。 

・他の教育機関等の情報関連規程につ

いて情報収集と検証，及び本学の各情報

規程の策定 

4 

新たな業務システム導入の検討 

 

 

 

文書のペーパーレス化，電子決済，AI による

文字解析や音声解析などを利用した自動処理

などの導入に向けた検討を行うとともに，引き

続き，クラウドとインターネットを活用し，ビ

デオ会議など遠隔作業の利用促進を図る。 

 

・一部の会議室にオンライン会議用の

常設機器を整備する検討・設置 

・自動音声認識を利用した議事録作成

システムの検討・導入 

・会議のペーパーレス化のため，クラウ

ドに最適化された端末の検討・導入 

5 

財務基盤の強化 
各学校・園の教育研究活動を支えるため，中期

財務計画を策定・進捗管理し，安定した財政基

盤を確立するとともに，本計画に基づき，予算

編成方針策定方法等の検証，見直しを行う。ま

た教育目的の達成に資する外部資金の導入等，

収入増加対策及び学園内における物品等の合

同調達や業務委託の共同化等，経費削減対策を

推進する。 

・収支予測見直し 

・予算編成方針等の検証・見直し 

・収入増加策の検討 

・経費削減策の検討 

6 

学校間連携の強化 
学園全体の教育の質的向上を図るため，教職員

の交流や，教育の連携を強化する。また，文化

活動等を通じて学生等が学びあう異年齢の交

流を推進する。 

 

・本事業に係わる調査・研究    

・他学園調査 

7 

大学・短期大学部の将来構想 
社会のニーズや時代の要請に対応した大学各

学部・学科及び短期大学部各学科の改組・再編

等の在り方を検討する。 

・本事業に係わる調査・研究・方針を検

討 

8 
からまつ学寮の存廃を含めた在り方検討 

施設の老朽度，維持管理経費，利用状況等，客

観的なデータに基づいて現状の課題を整理・把

握し，今後の学寮の在り方を検討する。 

・方針検討 

9 

人事政策方針の検討・策定 
教職員の定員管理，人材育成，職場環境等を柱

とした人事政策方針を策定し，効果的な，人員

配置と人材育成，働き方改革，人件費支出を実

現する。 

 

・本事業に係わる調査・研究    

・他学園調査 
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10 

比治山学園情報化推進計画の策定 
学園における情報化施策を一体的に推進する

ため，国の IT 戦略の動向や本学の各部門にお

ける情報化の現状・課題等を踏まえた情報化推

進計画を策定する。 

 

・策定した情報化推進計画に基づき，各

施策を実施する。 

11 

IR による支援体制の強化 
学園内の様々なデータを収集し，分析する IR

機能を強化するとともに，経営 IR を実施する

こととし本学園の運営基盤の確立や設置する

各学校・園の教育の質の向上・転換を支援する

体制を強化する。 

・本事業に係わる調査・研究    

・他学園調査 

12 

学校法人ガバナンスの推進 
法人としてのガバナンス強化に対する社会か

らの要請への対応や，更なる少子化の進行とウ

ィズコロナ時代の経営の規律及び管理運営の

在り方を検討する。 

 

・私立学校法等の改正に基づいた『寄附

行為』の改正 

13 

危機管理体制の強化 
安全・安心で快適な教育研究環境を確保するた

め，施設整備を計画的に推進する。 

ハラスメントや不祥事などの防止体制を強化

するため，学園共通の関連規程等を制定し実施

する。 

 

・大学及び中高部の規程の対応状況の

把握・課題の抽出 

 

 

 

 

 


